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牛久市農業委員会第１９回総会議事録 

 

 

１．開催日時  令和７年１月１４日（火）午後２時００分～ 

 

２．開催場所  牛久市役所分庁舎２階 第２会議室 

 

３．出 席 者 

  農業委員（１３名） 

   会  長  １３番 山越 康義 

    

   委  員   １番 吉田 功    ２番 川村 隆一    ３番 飯田 光夫 

４番 坪井 隆典   ５番 村松 昇平    ６番 澤田 臣男 

７番 平沢 克人   ８番 山越 隼人  ９番 花島 常雄   

１０番 塚﨑 光子 １１番 藤田 文男  １２番 中山 みつい 

 

  農地利用最適化推進委員（４名） 

   委  員  中島 一郎  鈴木 正規  大塚 康夫  橋本 勝慶 

 

  農業委員会事務局（３名） 

   事務局長 榎本 友好  事務局長補佐 近藤 絹  主任 横川 多恵子 

 

４．欠席委員 なし 

 

５．議   案 

議案第１号  農地法第３条の規定による所有権移転許可について 

議案第２号  農地法第３条の規定による賃借権設定許可について 

議案第３号  農地法第５条の規定による転用目的の所有権移転許可について 

議案第４号  農地法第５条の規定による転用目的の使用貸借権設定許可について 

議案第５号  現況証明願に対する地目の確認及び証明の交付について 

議案第６号  非農地通知について 

議案第７号  農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定による 

農用地利用集積等促進計画（案）の意見聴取について  
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６．会議の概要 

 

事務局 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

村松委員 

 

 

 

定刻になりましたので、開会にあたり、会長にご挨拶を頂きまして、引き続き牛久市農業

委員会会議規則第４条の規定に基づき、会長に議長をお願いいたします。 

 

ただいまより第１９回農業委員会総会を開会いたします。 

 出欠委員の報告でありますが、在任委員１３名中、出席委員１３名です。 

農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定に基づき、在任委員の過半数以上の出席

により本総会が成立していることを宣言いたします。 

次に、議事録署名者の指名でありますが、議長の指名により任命してよろしいか、お諮り

します。 

 

異議なし。 

 

それでは、議事録署名者に、２番、川村隆一委員、３番、飯田光夫委員を指名いたしま

す。 

 参与は、農地利用最適化推進委員の中島委員、鈴木委員、大塚委員、橋本勝慶委員です。 

 事務局は、榎本事務局長、書記として近藤事務局長補佐、横川主任です。 

それでは議事に入ります。 

議案第１号から第７号まで一括上程致します。なお、審議の都合上、議案第１号より審議

いたします。 

議案第１号、農地法第３条の規定による所有権移転許可について、議題に供します。 

事務局より説明願います。 

 

議案第１号、農地法第３条の規定による所有権移転許可についてです。 

第１項から第４項は関連する項目のため一括でご説明いたします。 

第１項、牛久町字南裏２４５３番３０、畑、１５５㎡ 

第２項、牛久町字南裏２４５３番３１、畑、５３２㎡ 

第３項、牛久町字南裏２４５３番３２、畑、２２３㎡ 

第４項、牛久町字南裏、２４５３番３３ほか１筆、畑、計４６４㎡、いずれも市街化区域と

なります。申請者は、第１項・第２項の譲受人・譲渡人が、それぞれ第３項・第４項の譲渡人・

譲受人となっております。これは、互いの農地が交互に配置し使い勝手が悪く、また一方の農

地は接道していなかったため、農地の集約により利便性の向上を図るため、それぞれの農地を

合計面積が同じになるように分筆して交換するものです。また、第１項・第２項の譲受人は交

換により接道を図るものです。権利取得後はどちらも野菜類の栽培を予定しており、申請内容

について書類は整っております。以上です。 

 

現地調査を行っているようですので、現地調査委員の報告をお願いします。 

 

令和７年１月７日、現況確認調査を、坪井委員、澤田委員、榎本局長、横川主任と私で行い

ました。現地写真をご覧ください。 

議案第１号第１項から第４項ですが、ご覧いただいております写真のように、管理されてい

る状態であることをご報告いたします。 
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会 長 

 

 

推進委員 

 

会 長 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

村松委員 

 

 

会 長 

 

 

推進委員 

 

会 長 

 

一 同 

以上で、説明は終わりました。ここで、農地利用最適化推進委員より意見を求めます。何か

ご意見ございませんか。 

 

特にありません。 

 

意見がないようですので、農業委員に対して質疑を許します。 

 

異議なし。 

 

質疑はございませんか。議案第１号について、原案のとおり許可してよろしいか、お諮り

します。 

 

 異議なし。 

 

異議なし全員賛成と認め、議案第１号は、原案のとおり許可することに決定いたします。 

続きまして、議案第２号、農地法第３条の規定による賃借権設定許可について、議題に供

します。事務局より説明願います。 

 

議案第２号、農地法第３条の規定による賃借権設定許可についてです。 

第１項、女化町１１０２番１外１筆、畑、計１９，２２０㎡、申請者は、千葉県千葉市に拠

点を置く法人で、新たに農業関係の事業を展開するにあたり、新規就農として撤退した別法人

が使用していたビニールハウス、倉庫等の施設を引き継ぎ、期間３年間の解除条件付きで農地

を賃貸借するものです。申請者は隣接する農作物の販売施設を拠点として、ここで販売する野

菜を作付けする計画で、農業に従事する人数は３名、農作業経験は５年、３年、1年、 

年間３３０日～１８０日農作業に従事する計画です。代表の自宅から申請地までの距離は 

約４ｋｍ、拠点となる販売施設からは徒歩 1分で、大型農機具等として、トラクター１台、農

用自動車 1台、大型草刈り機 1台を所有しているほか、既存の農業用施設として、ビニールハ

ウス１２棟、面積３，２２０㎡、および農業用倉庫などについて利用する計画となっておりま

す。その他、農地賃貸借申請の書類は整っております。以上です。 

 

現地調査を行っているようですので、現地調査委員の報告をお願いします。 

 

議案第２号第１項ですが、ご覧いただいております写真のように、管理されている状態で

あることをご報告いたします。 

 

以上で、説明は終わりました。ここで、農地利用最適化推進委員より意見を求めます。何

かご意見ございませんか。 

 

特にありません。 

 

意見がないようですので、農業委員に対して質疑を許します。 

 

異議なし。 
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会 長 

 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

村松委員 

 

 

会 長 

 

 

推進委員 

 

会 長 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

 

事務局 

質疑はございませんか。議案第２号について原案のとおり許可してよろしいか、お諮りしま

す。 

 

 異議なし。 

 

異議なし全員賛成と認め、議案第２号は、許可することに決定いたします。 

続きまして、議案第３号、農地法第５条の規定による転用目的の所有権移転許可につい

て、議題に供します。事務局より説明願います。 

 

議案第３号、農地法第５条の規定による転用目的の所有権移転許可についてです。 

第１項、新地町字乱堂前１０１番１、畑、９４１㎡で、転用目的は太陽光発電設備設置用地

として譲り受けるものです。申請者は千葉県我孫子市に本社を置く太陽光発電事業等を行う

法人で、今回、固定価格買取制度を利用しない非ＦＩＴとして、小規模太陽光発電設備を設置

するものです。設置を予定する太陽光発電設備の出力は、５８５Ｗ太陽光パネル１６６枚、計

９７．１１ｋＷ、パワーコンディショナー換算４．９５ｋＷ×１０台、４９．５ｋＷとなって

おります。パネル周囲にはフェンスを設置し、盗難対策、侵入防止対策をし、取水・汚水計画

は無し、雨水は敷地内自然浸透の計画となっております。なお、資金についてはすべて自己資

金で賄う計画となっており、関係機関との協議は了しております。以上です。 

 

現地調査を行っているようですので、現地調査委員の報告をお願いします。 

 

議案第３号第１項ですが、農地区分は二種農地と考えます。転用目的が太陽光発電設備設置

場であり、今回の申請について許可相当と思われます。 

 

以上で、説明は終わりました。ここで、農地利用最適化推進委員より意見を求めます。何

かご意見ございませんか。 

 

特にありません。 

 

意見がないようですので、農業委員に対して質疑を許します。 

 

異議なし。 

 

質疑はございませんか。議案第３号について原案のとおり許可してよろしいか、お諮りしま

す。 

 

異議なし。 

 

異議なし全員賛成と認め、議案第３号は、原案のとおり許可することに決定いたします。 

続きまして、議案第４号、農地法第５条の規定による転用目的の使用貸借権設定許可につ

いて、議題に供します。事務局より説明願います。 

 

議案第４号、農地法第５条の規定による転用目的の使用貸借権の設定についてです。 
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会 長 

 

村松委員 

 

 

会 長 

 

 

推進委員 

 

会 長 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

村松委員 

 

 

第１項、女化町５７８番１、畑、３１７㎡で、転用目的は自己用住宅で、世帯分離に該当

します。申請者は現在、隣接地の実家に居住していますが、独立した生活を営むため、実家

に隣接する親の土地を借りて自己用住宅を建築するものです。計画している住宅は、木造平

屋建て 1棟、１１３．４４㎡、取水は井戸、雨水は敷地内浸透処理、汚水・雑排水は浄化槽

で処理後側溝に放流する計画です。資金については借入で賄い、関係機関との協議は了して

おります。以上です。 

 

現地調査を行っているようですので、現地調査委員の報告をお願いします。 

 

議案第４号第１項ですが、農地区分は一種農地と考えます。転用目的が自己用住宅地であ

り、今回の申請について許可相当と思われます。 

 

以上で、説明は終わりました。ここで、農地利用最適化推進委員より意見を求めます。何

かご意見ございませんか。 

 

特にありません。 

 

意見がないようですので、農業委員に対して質疑を許します。 

 

異議なし。 

 

質疑はございませんか。議案第４号について原案のとおり許可してよろしいか、お諮りし

ます。 

 

異議なし。 

 

異議なし全員賛成と認め、議案第４号は原案のとおり許可することに決定いたします。 

続きまして、議案第５号の現況証明願いに対する地目の確認及び証明の交付について、議

題に供します。事務局より説明願います。 

 

議案第５号、現況証明願いに対する地目の確認及び証明の交付についてです。 

県の事務処理要領では、写真の添付にかかわらず、原則として農業委員３人以上と事務局職

員により現地確認を実施し、証明の範囲であるものと認められたものについては、農業委員会

総会で議決し、証明願に奥書証明を行い交付することになっております。 

第１項、女化町２５２番２、畑、４８９㎡について、非農地証明願が提出された案件です。 

申請地の利用状況は、住宅敷地の一部として舗装し、車庫等の建物が立っており、また、申請

には現況及び２５年以上前の航空写真が添付されております。以上です。 

 

現地調査を行っているようですので、現地調査委員の報告をお願いします。 

 

議案第５号第１項ですが、平成１１年当時の国土地理院の航空写真から見ても、アスファル

トを敷いて駐車場として利用していることが確認できますので、非農地として証明すること

について問題はないと思われます。 



6 

会 長 

 

 

推進委員 

 

会 長 

 

川村委員 

 

 

 

 

 

 

一 同 

 

会 長 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

推進委員 

 

会 長 

 

一 同 

以上で、説明は終わりました。ここで、農地利用最適化推進委員より意見を求めます。何か

ご意見ございませんか。 

 

特にありません。 

 

意見がないようですので、農業委員に対して質疑を許します。 

 

２０年以上使用されておらず、すでに建物が建っているため農地に回復して使用するのが

困難であり、また、農地行政上も支障がないと認められる土地として証明の対象となっている

が、農地法違反として農地を無断転用して舗装し建物を建てたと推測できる。農業委員会とし

ても、非農地証明を出さないわけではないが、単に後追いで認めるのではなく、始末書など当

時の経緯を文書で提出させ、内容を確認し、無許可転用をしない旨約束をさせたうえで、その

後に証明を交付するなどするべきである。 

 

異議なし。 

 

他に質疑はございませんか。議案第５号について証明してよろしいか、お諮りします。 

 

異議なし。 

 

全員異議なしと認め、議案第５号は、証明することに決定いたします。 

続きまして、議案第６号、非農地通知について議題に供します。事務局より説明願います。 

 

議案第６号、非農地通知についてです。 

農業委員会は、農地法第３０条に基づく利用状況調査の結果、「すでに森林の様相を呈する

など、農地に復元することが著しく困難」、「周囲の状況からみて、その土地を農地として復元

しても継続して利用することができないと見込まれる」などの再生利用が困難な農地と判断

した農地があった場合は、原則として当該調査を行った年内に、当該農地について農地に該当

しない旨の判断を行い、農地台帳から除外し、通知することとされています。昨年度の調査で

再生利用が困難と判断した農地のうち、田５筆、１，３４９㎡、畑３２筆、１８，７７０㎡、

合計３７筆、２０，１１９㎡について総会で議決が得られれば非農地とし農地台帳から除外

し、非農地通知を発出するものです。 

 

（事務局説明） 

 

以上で、説明は終わりました。ここで、農地利用最適化推進委員より意見を求めます。何

かご意見ございませんか。 

 

特にありません。 

 

意見がないようですので、農業委員に対して質疑を許します。 

 

異議なし。 
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会 長 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

推進委員 

 

会 長 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

一 同 

 

会 長 

 

 

 

質疑はございませんか。議案第６号について通知してよろしいか、お諮りします。 

 

異議なし。 

 

異議なし全員賛成と認め、議案第６号は、原案のとおり通知することに決定いたします。 

続きまして、議案第７号の農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定に

よる農用地利用集積等促進計画案の意見聴取について議題に供します。事務局より説明願い

ます。 

 

議案第７号、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定による農用地利

用集積等促進計画（案）の意見聴取についてです。 

 農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定により、牛久市長より提出さ

れた、農用地利用集積等促進計画の案に対し、農業委員会が答申する意見について審議するも

のです。資料を 1ページおめくりいただき、令和６年度 第１０回農用地利用集積等促進計画

案集計表（農地中間管理事業）（新規）をご覧ください。賃貸借権設定１０年以上が、畑３件、

１２，４４８㎡、使用貸借権設定１０年以上が、畑３件、１４，９５４㎡、合計、畑６件、 

２７，４０２㎡となります。筆ごとの詳細については次ページの通りとなります。以上です。 

 

以上で、説明は終わりました。ここで、農地利用最適化推進委員より意見を求めます。何か

ご意見ございませんか。 

 

特にありません。 

 

意見がないようですので、農業委員に対して質疑を許します。 

 

異議なし。 

 

質疑はございませんか。議案第７号について原案のとおり承認してよろしいか、お諮りしま

す。 

 

異議なし。 

  

異議なし全員賛成と認め、議案第７号は、原案のとおり承認することに決定いたします。 

次に報告事項です。農地法第５条の規定による市街化区域内の農地転用届出に対する受理

について、事務局処務規程第６条の規定に基づき専決処理した件について、事務局より報告が

ありましたので資料をお読み取りください。 

本日の議事は、すべて終了いたしました。 

以上をもちまして、第１９回農業委員会総会を閉会いたします。円滑な議事運営にご協力い

ただき有り難うございました。  

 


